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平成1 ３年度当初予算 基本事務事業目的評価表

[基本事務事業名] （２０２）Ｕターンなどによる人材の確保

[評価年月日]  平成１２年１１月１日

[主担当部課名] 生活部雇用支援課

[記入課名・課長名・電話]  雇用支援課長 横山清  ２４６１

1 総合計画の政策体系上の位置づけ

政策：（Ⅳ―３）技術の高度化と競争力の強化

施策：（ ２ ）創造的人材の育成・確保

総合計画の目標項目：

波及効果・副次的効果を及ぼすと考えられる施策：

２ 基本事務事業を巡る環境変化（過去、現状、将来）

   少子・高齢化社会の進展に伴い、将来若年労働者の減少が見込まれるが、景気の先行き不透明
な状況を受け、依然厳しい雇用失業情勢が続いており、新規学卒者についても厳しい環境となって

いる。また、早期離転職やフリーターなど定職に就かない若年者が増加している。このため、学校

在学中からの職業意識の確立やキャリア形成が必要な状況となっている。

  

３ 基本事務事業の目的と成果

3-(1) 対象と意図（何をどういう状態にしたいのか）

県内への優秀な人材の還流・定着を図り、Ｕターン者の生活感の充実と企業の労働力確保に努め

るとともに、新規学卒者をはじめとする若年者の雇用の場の確保と定着を図る。

3-(2) 成果指標名・成果指標式（総合計画の目標項目には＊を付す）

指標名：新規学卒者県内就職（定着）率

指標式：   県内就職希望学生数     ×       県内就職者数     ×１００
                 対象学生数               県内就職希望学生数

② 変更した場合の成果指標名・成果指標式

（追加指標）

  指標名：高卒就職者離職率（就職後１年以内）
  指標式： １年目の離職者数   × １００
             高卒就職者数

3-(3) 設定した成果指標に関する説明（指標動向に影響する要因、指標の有用性、設定の理由など）

【新規学卒者県内就職（定着）率】

  県内への優秀な人材の還流・定着を図るためには、まず地元就職希望者に対する職業相談機能を

高め、さらにその中から実際に地元に就職する者の比率を高めることが必要と考えた。なお、この

指標は景気動向に影響されやすいことと、三重県に本社機能を有する事業所が少ないことも影響す

る。

【高卒就職者離職率（高卒就職者のうち、就職後１年以内に離職した者の割合）】（追加指標）

  企業への定着率は、離職率と裏腹の関係にあるため、早期離職率が低下するということは、それ

だけ、企業に定着したことを示す。

3-(4) 結果（施策における2010年度の目標）

新規学卒者県内就職（定着）率：５０．０％、高卒就職者離職率：１５．０％
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４ 基本事務事業の評価

４-(1) 前年度（H11年度）における基本事務事業の結果評価

①前年度に行った内容と成果

Ｕターン等就職支援事業として、人材・Ｕターンセンターでの情報提供業務、職業相談業務を津

市及び東京都で実施するとともに、集団就職面接会（三重県ふるさと就職セミナー）を津市（７月）、

で開催したところ、参加企業数１００社、来場者数９５７名を記録し、雇用失業情勢の厳しさを改

めて証明する結果となった。

また、学卒雇用対策事業として、生徒の職業意識の確立のために、高校生と進路指導担当教諭を

対象とした県内企業視察研修会を開催したところ、生徒の研修会は参加高校１１校、参加人員１，

４４８名、進路指導担当教諭の研修会は６箇所（桑名地区、四日市地区、津・久居地区、松阪地区、

南勢志摩地区、上野地区）で、参加延べ人員９７名であった。

②前年度に残った課題

集団就職面接会（三重県ふるさと就職セミナー）の開催は予算の都合で、１回（７月１９日に津

市で開催）しか開催できなかったが、企業の採用活動と学生の就職活動の現状に合わせるとなると、

後１～２回の開催が必要である。

また、県内企業視察研修会のうち、生徒の研修会については、３年生を対象とすること自体、職

業意識の確立の面から見ると、やや後手に回っている感じは否めない。

４-(２) 本年度（H12年度）における基本事務事業の見込み評価

Ｕターン等就職支援事業として、三重労働局、県内公共職業安定所及び県内商工会議所等と協働

しながら、人材・Ｕターンセンターでの情報提供業務、職業相談業務を津市及び東京都で実施する

とともに、集団就職面接会（三重県ふるさと就職セミナー）を８月１日にメッセウィング・みえ（津

市）で開催し、参加企業１４０社、参加人員９５１名を記録した。

また、学卒雇用対策費として、生徒の職業意識の確立と早期離転職の防止ために、インターンシ

ップ（就業体験）推進事業を総合行政として、次のとおり実施している。

①  県内企業視察研修会（雇用支援課担当）
  高校生と進路指導担当教諭を対象とした県内企業視察研修会を開催する。このうち、高校生の研
修会は１年生及び２年生を対象とし、参加高校５校、参加人員８９６名を予定している。また、進

路指導担当教諭の研修会は、三重労働局及び各地区の雇用対策協議会と協働しながら、５箇所（桑

名地区、四日市地区、津・久居地区、松阪地区、上野地区）で開催し、参加延べ人員８７名であっ

た。

② 専門高校等の産業界における現場実習推進事業（学校教育課担当）

  県内の工業、商業高校等を中心とする生徒のインターンシップ（実習期間：５～７日程度）の実
施を支援する。現在約１０校で実施または実施予定である。

③  地域ものづくり推進協議会支援事業（商工振興課担当）
  インターンシップの普及推進のために情報交換を行う地域ものづくり推進協議会を開催し、産学
官の連携を図る。この協議会は、産業界の代表（商工関係）、大学・高校の代表（教育関係）、労働

行政機関等で構成されている。（１回目の協議会、ワーキンググループを８月に開催した。）

②本年度残ると思われる課題

雇用失業情勢が厳しいなか、財源不足のため、本年度の集団就職面接会は前年度と同様の１箇所

（津市）のみとなったが、学生の内定状況が明らかになる１０月以降に、就職未内定学生を対象と

した効果的な集団就職面接会の設定が必要となっている。
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５ 基本事務事業の改革方向

県内への若年者を含む労働力の還流・定着のために、三重労働局、県内公共職業安定所及び県内

商工会議所等と協働しながら、人材・Ｕターンセンターの情報提供業務、職業相談業務と集団就職

面接会（ふるさと就職セミナー）の開催を充実させていくとともに、迅速な就職情報を提供するた

めのシステムを構築する。また、新規成長分野等における人材確保（雇用創出）を支援するために、

雇用管理の改善計画の認定も併せて行う。

なお、学卒（高校）雇用対策については、生徒の職業意識の確立（キャリア形成）、早期離転職

及びフリーターの防止のために国（労働省、通商産業省（中小企業庁を含む。）、文部省）のインタ

ーンシップ支援制度との連携を図りながら、関係３課（雇用支援課、学校教育課、商工振興課）の

高校生職業意識啓発事業（旧インターンシップ（就業体験）推進事業（総合行政））に加え、受入

事業所の確保支援も併せて行い、インターンシップ総合サポート事業として新たな展開を図る。

６ 成果指標値及びコスト等の推移

成果指標値 予算額等（千円）

目 標 実 績

総合計画

目標数値 所要時間（時間）

必要概算

コスト（千円）

２４，９０９前々年度

（Ｈ10年度）

ａ４２．４％

ｂ

３４．６％

２３．０％   ５，７８０

５０，２３７

２１，３３９前年度

（Ｈ11年度）

ａ４３．２％

ｂ

３２．２％

２０．６％
  ５，６８０

４０，７３５

２１，８７８本年度

（Ｈ12年度）

ａ４４．０％

ｂ

平成１３年８

月数値化予定   ６，０９０

４７，３９６

          ０本年度補正後

（Ｈ12年度）           ０

２８，６６５翌年度

（Ｈ13年度）

ａ４４．８％

ｂ１９．０％  ―――

ａＵターン率

ｂ早期離職率 ５，７３４

５２，６９１

計画目標年次

（Ｈ22年度）

ａ５０．０％

ｂ１５．０％    ―――
――― ―――

※ 早期離職率（1年目）の実績は、2年前の高卒就職者の離職率を表す。
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△ Ｕターン等就職支援事業費→ ・インターンシップ総合サポート事業→

７ 翌年度（Ｈ１３年度）の基本事務事業における事務事業戦略プランシート(PPM : Project Portfolio Matrix)
＜必要概算コスト： ☆５億円以上 ◎～１億円 ◇～５千万 △～１千万 ・１千万未満 ＊休止・廃止＞

基本事務事業の成果向上への貢献度合

直接的に貢献する

 

間接的に貢献する

貢献度合の考慮外

～活動基盤となる

事務事業など

  

即効性（２年以下） 中期的（３年～５年）        長期的（６年以上）
効果発現までの期間

※ 各事務事業名の右に付した矢印は、それぞれの事務事業に対する力の入れ具合である「注力」の変化の方向を表している。
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８ 基本事務事業を構成する事務事業の詳細

※ 新規事務事業には、事務事業名に（新）を付す

事務事業名

（担当課）
成果指標名 事務事業の概要

13年度

予算額
（千円）

予算額

前年度比
（±千円）

13年度

所要時間
（時間）

所要時間

前年度比
（±時間）

Ｕターン等就職支援事

業（リニューアル）

（雇用支援課）

・ 新規学卒者県内

就職（定着）率

・ アクセス件数

・ 職業相談件数

・ 改善計画認定件

数

三重県人材・ U ターンセンターによる情報提供業務、職

業相談業務の実施並びに迅速な就職情報の提供を行うた

めのシステムを構築する。また、集団就職面接会（三重

県ふるさと就職セミナー）の開催により、求人・求職の

一致を図り、県内への優秀な人材確保に努めるととも

に、新規成長分野等での新規雇用を図るために、雇用管

理の改善計画の認定を行う。

20,707 +3,829 5,112 -376

インターンシップ総合

サポート事業（リニュ

ーアル）

（雇用支援課）

・ 高卒就職者離職

率

・ 県内企業視察研

修会参加者数

・ インターンシッ

プ参加生徒数

職業意識の確立（キャリア形成）、早期離転職とフリー

ター防止のために、学校と企業の間で行われるインター

ンシップ（現場実習）を総合的にサポートする。
7,958 +2,958 622 +20


